
文化部活動改革（部活動の地域移行に向けた実証事業等） 成果報告書 概要令和
6年度地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

地域文化クラブ活動等の概要

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

岩手県

・ 本県における部活動は、他都道府県と比較して高い部活動加入率のも
と、これまで地域の実情に合わせた形で行われ、中学生の文化活動の重要
な機会となっている一方で、生徒数の減少や文化活動の多様化により、学
校部活動だけでは中学生のニーズに応えることが難しくなってきている。
・ 段階的な地域移行に向けて、地域の特色に応じた地域クラブ活動の仕
組みを構築していくため、地域団体の責任の下で行われる活動の成果、課
題を整理するとともに、地域団体が担っていくこととなる業務、活動経費、指
導者の確保など、地域移行へ向けた体制の整備に取り組む必要がある。

・ 新たな文化芸術環境の整備等に向けた関係者間での情報共有、意見
交換を目的とした県協議会を実施（令和６年７月、令和７年２月）
・ 部活動の地域移行等に向けて取り組んでいる方々など、関係者を対象と
した事例発表会を実施（11月）
・ 県内外の実践等の共有及び岩手県の中学生にとって望ましい環境につ
いて、様々な立場から意見交換するワークショップを実施（11月）
・ 部活動の地域移行の円滑な推進に向けた助言や情報共有等を図ること
を目的とした市町村相談会を実施（12月、県内４会場）

中学校数 144 校 全生徒数 27,763 人

域内の
部活動数 235 部 実施した

地域クラブ数 １ クラブ

全体の
指導者数 ４ 人 全体の

運営スタッフ数 ５ 人

主な
運営団体 根反鹿踊り保存会

主な種目 伝統（民族）芸能

平均的な
活動回数 ４回/月 年間平均

参加生徒実数

３年：１人/クラブ

２年：２人/クラブ

１年：３人/クラブ

参加会費 なし 主な活動場所 根反自治公民館



文化部活動改革（部活動の地域移行に向けた実証事業等） 成果報告書 概要令和
6年度地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

地域文化クラブ活動等の概要

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

岩手県一戸町

・ 町の人口減少に伴い、伝統（民族）芸能の担い手・踊り手も減少して
いる。担い手は高齢化も進んでおり、これら人材の確保が喫緊の課題となっ
ている。
・地域移行進める上で、運営協議会関係者、指導者、保護者らとの課題
意識の共有を図っていかなければならない。
・持続可能な地域クラブ運営とするための会費や保険料の将来的な負担、
また、謝金等の財源の確保についての検討。

・運営協議会の設置及び開催、地域クラブ活動としての展開などについて協
議
・活動団体に対し実証事業の説明を行い、取り組み参加の意向を確認
・指導者及び活動場所の確保
・町担当者・各種目指導者・施設管理者連絡体制を構築

中学校数 2 校 全生徒数 229 人

部活動数 3 部活 実施した
地域クラブ数 1 クラブ

全体の
指導者数 4 人 全体の

運営スタッフ数 5 人

主な
運営団体 根反鹿踊り保存会

主な種目 伝統（民族）芸能

平均的な
活動回数 ４回/月 年間平均

参加生徒実数

３年：１人/クラブ

２年：２人/クラブ

１年：３人/クラブ

参加会費 なし 主な活動場所 根反自治公民館

部活動の地域移行に
かかる運営協議会
一戸町体育協会
一戸町文化協会

一戸町スポーツ少年団
郷土芸能保存会
奥中山高原クラブ
一戸中学校
奥中山中学校

（一戸町教育委員会）

根反鹿踊り
練習、イベント出演

指導者へ
謝金支払

活動場所 根反自治公民館

指導者による
単独指導

月毎の
活動報告

一戸町教育委員会

根反鹿踊り保存会

連絡体制
の構築

施設
管理者
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